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法

の
延
長

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法

の

一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

同
法

の
有
効
期
限
が
平
成

２８
年
３
月

３‐
日
ま

で
延
長

さ
れ
た

の
で
、
嘉
麻
市
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

定
め
ま
す
。

基
本
方
針

福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
遠
賀
川
が
南
北

に
流
れ
る
嘉
麻
市
の
将
来

像
を

「―
母
な
る
遠
賀
川

源
流
の
恵
み
に
満
ち
た
ふ

れ
あ

い
と
安
心
の
ま
ち
―

遠
賀
川

ハ
ー
ト
フ
ル
嘉
麻

の
里
の
創
造
」
と
し
ま
し
た
。

本
市
が
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、
①
活
力
あ
る

産
業
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
②
健
や
か
で
心
安
ら

ぐ
福
祉

の
ま
ち

づ
く

り

③
豊
か
な
自
然
と
共
生
す

る
環
境

の
ま
ち

づ
く

り

④
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
⑤
住
み
よ
さ
が

感
じ
ら
れ
る
交
流
の
ま
ち

づ
く
り
の
５
つ
の
基
本
方

針
を
定
め
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

産
業

の
振
興

魅
力
あ
る
特
産
品
等

の

開
発
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
、
商
店
街
等

の
活
性
化

や
経
営
支
援
、
観
光
資
源

の
活
性
化
な
ど
を
図
る
。

交
通
通
信
体
系

の
整
備
、

情
報
化

及
び
地
域
間
交

流
の
促
進

広
域
的
な
道
路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

社
会
に
対
応
し
た
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
図

′

０

。

⌒

生
活
環
境
の
整
備

ゴ
ミ
の
減
量
化
や
再
資

源
化
、
消
防
力

・
救
命
救

急
体
制
の
強
化
、
地
域
と

一
体
と
な

っ
た
防
犯
体
制

づ
く
り
、
良
質
な
住
環
境

整
備
な
ど
を
進
め
る
。

高
齢
者

等

の
保
健

及
び

福
祉
の
向
上
及
び
増
進

高
齢
者
が
安
心
し
て
穏

や
か
に
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
、
次
世
代
の
育
成

支
援
の
た
め
の
社
会
づ
く

り
等
を
進
め
る
。

医
療
の
確
保

生
涯
保
健
体
制
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

教
育

の
振
興

教
育
環
境

の
整
備
、
教

育
水
準

の
向
上
、
学
校
規

模

の
適
正
化
を
進
め
る
と

共

に
、
多
様
な
学
習
機
会

の
充
実
及
び
体
系
化

の
推

進
等
を
図
る
。

地
域
文
化

の
振
興
等

郷
上
を
誇
り
に
思
う
心

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

集
落
の
整
備

総
合
的
な
土
地
利
用
の

指
針
等
の
も
と
で
、
調
和

の
と
れ
た
計
画
的
な
土
地

利
用
を
図
る
。

そ
の
他

飯
塚
市
、
桂
川
町
と
の

地
域
内
の
交
流
や
連
携
を

さ
ら
に
活
発
、
拡
大
化
さ

せ
、
地
域

一
体
と
な

っ
て

広
域
的
な
地
域
振
興
を
図

′一
。

″

遠賀川

上山田地区商店街
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乳
幼
児
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例

・
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例

・

重
度
障
害
者
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

平
成
２３
年
１
月
１
日
か

ら
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
の
医

療
費
自
己
負
担
限
度
額
は

入
院
外
で
月
６
０
０
円
、

入
院
に
つ
い
て
は
１
日
５

０
０
円
、

ｌ

ヶ
月
３
，
５

０
０
円
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
重
度
障
が

い
者
医
療

に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で

通
り
無
料
で
す
。

こども医療 (茅L幼児医療)

ひとり親家庭等医療

重度障がい者医療

医療費助成の概要(7歳～9歳 )

改正前

対 象 外

―

一 一 一 一 一 一 )

入院外月800円まで 一)

無 料

¨

一 一 一 一 一 一 一 )

手L幼 児医療費の

助成を拡大

改正後

入院外月600円まで

入院外月600円まで

無料

※入院の場合の自己負担限度額は、各制度とも1日 500円、1ケ月3,500円 まで

※重複して対象となる場合は、障がい、ひとり親、子どもの順とする。

※年齢は、各年齢に達する年度の4月 1日 から翌年3月 31日 までを当該年齢とする。

9月補正予算

総額 250億9,261万円

総額 59億2,954万円

総額 1:194万9千円

総額 6億6,599万 8千円

総額 3,961万 8千円

総額  10億4,601万 1千円

総額/9億8,723万3千円増額の381億4,037万 4千円

3 議会だよりかまし(18号 )

一般会計補正の主なもの
(歳入 )
地方交付税      3億 8,840万 3千円増
財政調整基金繰入金   2億 7,495万 1千 円増
臨時財政対策債    2億 5,023万 5千円減
(歳出 )
CAttV施設リプレースエ事

2億 2,699万 6千円増
林道災害復旧工事費等  2億 8,955万 8千円増
学校施設防犯センサー及びカメラ設置工事

1,649万円増
※左の一般会計の補正額は、補正予算第4号か
ら第5号の合計額です。

総額 53億5,464万 8千円

各学校に防犯センサーなどが設置されます



定例会中に開催された委員会の審

査や活動を報告 します。

総務財政委員会

先進事例 を参考に

９

疇級

崚 嘉

麻

市

暴

力

団

員

等

追

放

推

進

条

例

の

一

部

を

改

正

本
案
は
、
市
の
公
共
工

事
等
か
ら
暴
力
団
を
排
除

す
る
こ
と
、
及
び
青
少
年

に
対
す
る
暴
力
団
排
除
の

教
育
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う

た
め
、
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

委
員
よ
り
、

「暴
力
団

等
及
び
暴
力
団
員
等
」
の

定
義
づ
け
を
明
確
に
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
質
問
に

対
し
、
暴
力
団
員
や
暴
力

団
関
係
者
等

で
あ
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
際

に
は
、

警
察
と
十
分
協
議
を
行

い

な
が
ら
判
断
し
、
公
共
工

事
等
か
ら

の
暴
力
団
排
除

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い

と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
北
九
州

市

の
暴
力
団
排
除

の
取
り

組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
、

本
条
例
を
有
効

に
活
用
で

き
る
よ
う

に
検
討
し
て
は

ど
う
か
と

の
意
見
が
出
さ

ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

大里副委員長

永水委員

議会だよりかまし(18号 )



０

４

は

９

時ｅ

中
豊 委員

学力向上のための

具体的な取 り組み を !

嶋田委員長  岩永副委員長

浦田委員 新井委員

嘉
麻
市
教
育
基
本

条

例
を
制
定

本
案
は
、
嘉
麻
市

に
お

け
る
教
育

に
関
す
る
基
本

理
念
及
び
そ
の
実
現

に
必

要
な
基
本
的
施
策

に
関
す

る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も

に
、
家
庭
、
地
域

及
び
市

の
役
割
を
定
め
、

教
育

の
基
本
を
確
立
し
、

そ
の
振
興
を
図
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
教
育
振
興
基
本

計
画

に
関
す
る
規
定
、
点

検
評
価

に
関
す
る
規
定

に

つ
い
て
そ
の
根
拠
法
令
を

明
記
す
る
と
と
も

に
、
議

会

に
報
告
し
て
公
表
す
る

旨
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

こ
れ

に
よ
り
、
教
育

の

目
的
、
理
念
、
主
要
施
策

及
び
そ
の
振
興
基
本
計
画
、

そ
し
て
施
策
実
施
後

の
点

検
評
価
ま

で
、　
一
貫
し
た

教
育
行
政

の
流
れ
も
含
め

て
基
本
条
例
と
し
て
体
系

化
す
る
も
の
で
す
。

委
員
よ
り
、
全
国
学
力

調
査

に
お
け
る
嘉
麻
市

の

水
準
は
、
全
国
的

に

一
番

下

の
水
準

に
あ
る
が
、
学

力
向
上

の
た
め
に
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
を
明
記

す

べ
き
で
は
な

い
か
と

の

質
問

に
対
し
、
本
条
例
は

あ
く
ま
で
基
本
と

い
う

こ

と
で
定
義
し
て
お
り
、
ま

ず
は
条
例
を
制
定
し
、
的

確
な
情
報
収
集
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
を
行

い
、

具
体
的
な
施
策
を
展
開
し

て
い
く
旨

の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

民生文教委員会

産業建設委員会霊

酪霧

嚇

豊

は９

善

森 委員長  北冨副委員長

定住促進のための研究を !

嘉
麻
市
単
身
者
賃
貨

住
宅
条
例
の

一
部
を

改
正本

案
は
、
山
田
地
区

の

単
身
者
賃
貸
住
宅

の
入
居

促
進
を
図
る
こ
と

に
伴

い
、

入
居
資
格
、
住
宅
使
用
料

等

に
つ
い
て
所
要

の
改
正

を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
入

居
資
格
を

「
１８
歳
以
上

４５

歳
以
下
」

に
し
、
入
居
で

き
る
上
限
年
齢
を

「
５０
歳

ま

で
」

に
、
入
居
で
き
る

期
間
を

「
１０
年
間
」

に
そ

れ
ぞ
れ
改
め
、
月
額

の
家

賃
を

「４
万
円
」
か
ら

「３

万
５
千
円
」

に
引
き
下
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、

こ
れ
ま
で
市
内

に
３
ヶ
月
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
し
た

が
、
警
察
署
が
暴
力
団
員

で
な

い
と
認
め
た
場
合
は
、

３
ヶ
月
以
上
居
住
し
て
い

た
者
と
同
等
と
み
な
す

こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
改
め

て
い
ま
す
。

さ
ら

に
、
入
居
者
が
単

身
者

で
な
く
な

っ
た
場
合

で
も
、
引
き
続
き
入
居
可

能
と
す
る
な
ど
制
限
を
緩

和
し
て
い
ま
す
。

委
員
よ
り
、
家
賃

の
根

拠
を
問
う
質
問

に
対
し
、

近
隣

の
民
間
住
宅
家
賃
を

調
査
し
て
金
額
を
定
め
て

い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

委
員
か
ら
は
、
現
在
、

公
営
住
宅
は
空
き
家
が
多

い
の
で
、
若
者
定
住
を
促

進
す
る
た
め

に
も
、
公
営

住
宅

に
単
身
者
が
入
居
で

き
る
よ
う

に
研
究
し
て
も

ら

い
た

い
と

の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

佐藤委員宮原委員

単身者賃員住宅 (山田地区)

議会だよりかまし(18署 )



人事案件

教
育
委
員
会
委
員

の
任

命

に

つ
い
て
は
、
不
同
意

と
な
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

深
川
　
二員
氏

（稲
築
）

西
野
千
恵
氏

（稲
築
）

坂
田
　
勲
氏

（碓
井
）

森
田
洋
子
氏

（稲
築
）

意見書

生
活
保
護
の
「老
齢

加
算
』
復
活
を
求
め

る
意
見
書
及
促
進
を

求
め
る
意
見
書

７０
歳
以
上
の
生
活
保
護

受
給
者
に
月
々
生
活
扶
助

と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
は
、

平
成
１６
年
度
か
ら
年
々
減

額
さ
れ
、
平
成
１８
年
度
に

廃
止
と
な

っ
て
い
る
。

よ

っ
て
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
が
営
め

る
よ
う
、
生
活
保
護
に
お

け
る
老
齢
加
算
復
活
の
措

置
等
を
講
じ
る
よ
う
国
に

強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

中
小
業
者
の
自
家

勇
賃
を
必
要
経
費
と

し
て
認
め
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

中
小
業
者
の
家
族
従
業

員
の
労
賃
は
税
法
上
、
必

要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
な

い
。

事
業
主

の
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
る
働
き
分
は
、
配

偶
者

で
８６
万
円
、
家
族

で

５０
万
円
で
、
社
会
的

に
も

経
済
的

に
も
自
立

で
き
ず
、

後
継
者
育
成

に
も
大
き
な

妨
げ
と
な

っ
て
い
る
。

よ

っ
て
、
国

に
対
し
、

自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と

し
て
認
め
る
こ
と
を
求
め

る
も

の
で
す
。

公
契
約
に
関
す
る
基

本
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
的
提
供
と
そ
の
事

業
に
従
事
す
る
者
の
労
働

条
件
の
改
善
並
び
に
、
職

場
の
安
全
の
確
保
の
た
め
、

公
契
約
に
関
す
る
基
本
法

を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と

な
ど
２
項
目
の
実
施
を
国

に
要
請
す
る
も
の
で
す
。

‐

雨ロ

請
願
書

　

７。
歳
以

上

の
市
民
み
ん
な

に
敬
書
祝
金
を
支

給
し
て
く
だ
さ
い

合
併
前
、
多
く
の
高
齢

の
市
民
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
敬
老
祝
金
を
合
併
と

と
も
に
７７
歳
、
８８
歳
な
ど

の
節
目
支
給
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

高
齢
の
市
民
に
あ
た
た

か
い
市
政
を
す
す
め
る
べ

く
、
７０
歳
以
上
の
市
民
み

ん
な
に
敬
老
祝
金
を
毎
年

支
給
す
る
よ
う
求
め
る
も

の
で
す
。

※
　
「生
活
保
護
の
「老
齢

加
算
」
復
活
を
要
求
す

る
国
へ
の
意
見
書
を
求

め
る
請
願
書
」
、
「中
小

業
者
の
自
家
労
賃
を
必

要
経
費
と
し
て
認
め
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

に
関
す
る
請
願
書
」
の

２
件
は
、
一思
見
書
が
可

決
さ
れ
願
意
が
満
た
さ

れ
た
の
で
、
釜謂
願
の
議

決
を
必
要
と
せ
ず
、
み

な
し
採
択
と
い
う
取
扱

い
を
し
て
い
ま
す
。

議会だよりかまし(18号 )



議案の結果一覧 (9月定傾1会 )

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

○…・全会一致

△…・賛成多数

*…・言寸論あり

議案第43号  新たに支給される父子家庭への児童扶養手当との受給調整等を行う専決処分をしたので承認を求める
″第44号  集中豪雨により市有地法面が崩壊、隣接の施設等の損害賠償額を定める専決処分をしたので承認を求める
″第50号  市の公共工事等から暴力団を排除するとともに、青少年に対する暴力団排除の教育を行う

議案第46号  嘉麻市における教育に関する基本理念及び基本的施策に関する事項を明らかにする
″第47号  23年 1月 1日 から乳幼児医療費の支給対象を9歳まで拡大するほか、条文の所要の整備を行う
″第48号  亭L幼児医療費支給に関する条例の改正に伴い、ひとり親家庭医療費の自己負担限度額を改正する
″第49号  7L幼児医療費支給に関する条例の改正に伴い、重度障害者医療費の支給に関し条文の整備をおこなう

請願第 1号  生活保護の老齢加算復活を求める意見書を国に提出することを求める
″第 3号  70歳以上の市民みんなに敬老祝金を支給するよう求める

議案第51号  単身者賃貸住宅入居促進のため、入居資格、住宅使用料について所要の整備を行う

議案第45号  専決処分事項の承認について (平成22年度 一般会計補正予算 (第4号 ))
″第54号  平成22年度 一般会計補正予算 (第 5号 )
″第55号  平成22年度 国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 2号 )
″第56号  平成22年度 老人保健事業特別会計補正予算 (第 1号 )
″第57号  平成22年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 2号 )
″第58号  平成22年度 水道事業会計補正予算 (第 2号 )

認定第 1号  平成21年度 ―般会計歳入歳出決算
″第 2号  平成21年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
″第 3号  平成21年度 老人保健事業特別会計歳入歳出決算
″第 4号  平成21年度 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
″第 5号  平成21年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算
″第 6号  平成21年度 介護保険事業特別会計歳入歳出決算
″第 7号  平成22年度 水道事業会計決算

議案第53号  過疎地域自立促進特別措置法の期限延長に伴い、嘉麻市過疎地域自立促進計画を定める

議案第52号  任期満了に伴い、教育委員に乗野良一氏を任命する
諮問第 2号  任期満了に伴い、人権擁護委員に深川貢氏を再度推薦する
″第 3号  任期満了に伴い、人権擁護委員に西野千悪氏を再度推薦する
″第 4号  任期満了に伴い、人権擁護委員に坂田勲氏を新たに推薦する
″第 5号  任期満了に伴い、人権擁護委員に森田洋子氏を新たに推薦する
議 員 提 出議 案 第 2号 嘉穂地区小学校統合に関して必要な調査研究を行う特別委員会を設置する
委員会提出意見書第1号 生活保護における老齢加算復活を国に求める
議員提出意見書第 3号 中小業者の自家労賃を必要経費として認めるよう法改正を求める

第4号 公契約基本法の早期制定を求める

7 議会だよりかまし(18号 )



嘉
穂
地
区
小
学
校
統
合

施
設
整
備

に
関
し
て
必
要

な
調
査
を
行

っ
て
い
き
ま

す
。委

員
構
成
は
、
議
長
を

除
く
議
員
全
員

で
、
調
査

研
究
が
完
了
す
る
ま
で
継

続
し
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

委
員
会

で
の
互
選

の
結

果
、
委
員
長

に
は
嶋
田
尋

美
議
員
が
、
副
委
員
長

に

は
、
佐
藤
道
彦
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤道彦副委員長

森 丈夫副委員長 梅永茂美委員長

６
月
定
例
会

で
設
置
さ

れ
た
新
庁
舎

に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
は
、
互
選

の
結
果
、
委
員
長

に
は
梅

永
茂
美
議
員
が
、
副
委
員

長

に
は
、
森
　
丈
夫
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

嶋田尋美委員長

宮野小学校

―

ヽ

足白小学校干手小掌校

大隈小学校

当
委
員
会
は
、
議
会
広

報
編
集

の
先
進
地

で
あ
る

山

口
県
柳
井
市
と
広
島
県

坂
町
で
研
修

い
た
し
ま
し

た
。両

自
治
体
と
も

に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
議
会
だ
よ

り
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
嘉
麻
市

に
は
な

い
工
人
が
こ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
広
島
県

の

坂
町
は
、
町
村
議
会
広
報

全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

さ
れ
る
な
ど
議
会
広
報

に

は
特

に
力
を
入
れ
て
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
色
と
し
て
は
、
ほ
と

ん
ど

の
編
集
を
委
員
全
員

で
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
紙
面

に
お

い
て

は
、
市
民
の
声
を
聴
く
手

段
と
し
て
、
委
員
自
ら
が

傍
聴

に
来
ら
れ
た
方

に
取

材
を
し
た
り
、
紙
面
上
で

「議
会
ク
イ
ズ
」
を
出
題

し
、
応
募
は
が
き

に
答
え

と
と
も

に
読
者

の
意
見
や

感
想
を
記
載
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
様

々
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去

に
な
さ
れ

た

一
般
質
問
が
行
政

に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
、
追
跡
調
査
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
委
員
会

に
お

い
て
も
、

今
回
の
研
修
を
活
か
し
て

嘉
麻
市
民

の
皆
様

に
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
て
ま

い
り
ま
す
。研修を受ける委員 (坂町 )

議会だよりかまし(18号 )
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コ

ミ

中 村  春 夫  議 員
ケーブルテレビ事業について

藤   伸 ―  議 員
子宮頸がん予防ワクチンの公費助成 に

ついて

田 中 日 本 明  議 員
ケーブルテレビ事業について

浦 田  吉 彦  議 員
ケーブルテレビ事業について

豊   ― 馬  議 員
嘉麻市長期財政計画の策定について

佐 藤  道 彦  議 員
嘉穂総合運動公園について

田 上  孝 樹
市バスの運営について

議 員

田 淵 千 恵 子  議 員
地上デジタル放送化にかかわる

市の方策について

新 井  高 雄  議 員
将来とも住み続けられるまちづくりを

荒 木  紘 子  議 員
嘉麻市の行政区について

山 倉  敏 明  議 員
山田高校及び嘉穂工業高校跡地の

利用について

10P

1lP

12P

13P

14P

10P

1lP

12P

13P
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中 村 春 夫 議 員
ケーブルテレビ事業について

質
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
下
山
田

地
区
の
一
部
で
不
具
合
が

起
き
て
い
る
が
、
〈フ
回
の
リ

プ
レ
イ
ス
に
よ
っ
て
解
消
さ

れ
る
の
か
。

松
本
総
務
課
長
　
こ
の
リ

プ
レ
イ
ス
事
業
に
よ
り
随

時
解
消
さ
れ
る
。

間.下山■地区の―部での
不具合の解消は

答.リ プレイス事業により
随時解消される

住
民
基
本
台
帳
に
つ
い
て

質
　
△
７
、
全
国
的
二
局
齢
者

の
所
在
不
明
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
嘉
麻
市
に
お

い
て
は
ど
う
な
の
か
。

白
石
市
民
課
長
　
住
民
票

と
戸
籍
の
関
係
で
、
住
民
票

は
所
在
、
居
住
関
係
を
、
戸

籍
は
親
子
、
夫
婦
等
、
身
分

関
係
を
公
証
す
る
も
の
で
一

概
に
は

一
致
し
な
い
。

嘉
麻
市
に
お
い
て
は
、
１

０
０
歳
以
上
が
２３
名
い
る
が
、

所
在
不
明
者
は
い
な
い
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

質
　
熊
ケ
畑
不
法
投
棄
産

廃
ゴ
ミ
問
題
及
び
百
々
谷

産
廃
場
問
題
に
つ
い
て
は
。

坂
本
環
境
課
長
　
８
月

１８

日
に
市
長
と
再
度
県
に
行
き
、

強
く
要
請
し
た
が
、
ど
ち
ら

も
新
た
な
進
展
な
い
。

県
は
引
き
続
き
定
期
的

に
水
質
検
査
を
行
う
。

ま
た
、
地
元
住
民
に
対
す

る
説
明
会
も
検
討
中
で
あ
る
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
場
に
お

け
る
認
可
量
と
残
容
量
に

つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
熊
ケ
畑
産
廃

場
の
平
成
８
年

Ｈ
月
時
点
で
、

許
可
容
量
が

１３
万
４
，
３
２

２
３ｍ
、
平
成

２０
年
度
の
残
容

量
が
８
，
８
０
７
・４
Ｊ
と
な

っ
て
い
る
。

質
　
〈
フ
、
熊
ケ
畑
産
廃
場
の

拡

張
申
請

さ
れ
て
い
る
土

地
が
農
振
指
定
地
区
に
な

っ
て
い
る
が
、
県
の
見
解
は
。

環
境
課
長
　
県
環
境
部
の

見
解
は
、
農
振
問
題
は
県
の

農
政
部
局
で
対
応
す

べ
き

と
考
え
て
お
り
、
環
境
部
局

と
し
て
は
県
の
紛
争
予
防

条
例

に
基
づ
く
事
務
手
続

き
が
整
い
、
関
係
書
類
を
整

え

て
申
請
と
い
う
形
が
あ

れ
ば
、
粛
々
と
審
査
を
進
め

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

中村議員 (山田 )

嘉麻市ケーブルテレビ

質
　
山
田
市
バ
ス
路
線
１

で
は
、
熊
ケ
畑
か
ら
桂
川
駅

ま
で
行
く
。
嘉
穂
総
合
高
校

ま
で
と
桂
川
駅
ま
で
は
、
運

賃
は
同
額
の
３
０
０
円
に
設

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉

穂
総
合
高
校
行
き
と
稲
築

志
耕
館
高
校
行
き
を
比
較

す
る
と
一
乗
車
運
賃
、
定
期

運
賃
と
か
な
り
の
差
が
あ
る
。

嘉
穂
総
合
高
校
ま
で
の
運

賃
を
値
下
げ
し
て
は
ど
う
か
。

松
本
総
務
課
長
　
こ
の
分

の
運
賃
に
つ
い
て
は
市
外
と

い
う
こ
と
と
西
鉄
バ
ス
と
の

金
額

を
考
慮

し
て
３
０
０

円
に
設
定
し
て
い
る
。

同
じ
高
校
で
も
志
耕
館

と
嘉
穂
総
合
で
も
少
し
開

き
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

高
校
生

に
向
け
て
の
運

賃
と
定
期
の
金
額
、
こ
の
実

情
を
嘉
麻
市
公
共
交
通
会

議
等
で
説
明
し
た
上
で
議

論
を
し
て
も
ら
う
。

質
　
稲
築
の
方
か
ら
嘉
穂

総
合
高
校
行

き
の
バ
ス
が

出

て
い
な

い
。
嘉
穂
バ
ス
の

市
内
周
回
線
を
利
用
し
て

総
合
高
校
を
通
る
バ
ス
路

線
の
確
保
は
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
市
内
の
居
住

者
が
不
便

で
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
西
鉄
の

方
に
も
お
願
い
し
、
そ
の
あ

た
り
も
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ

い
て
質
　
有
害
鳥
獣
の
被
害
が

多
く
聞
か
れ
る
。
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
対
策

が
と
ら

れ
て
い
る
の
か
。

松
岡
産
業
振
興
課
長
　
今

年
７
月
に
嘉
麻
市
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
。

質
　
防
護
ネ

ッ
ト
や
電
気

牧
柵
な
ど
で
対
策

し
て
い

る
が
、
費

用

が
か
か
っ
て
、

何
の
た
め
に
米
等
を
作
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
声
が
聞
か
れ
る
。
こ
の
対

策
費
用
に
補
助
金

が

つ
け

ら
れ
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
国
の
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交

付
金
と
い
う
形

で
３
年
計

画
で
く
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
要
望
の
あ
る
地
区
を
把

握
し
て

２３
年
度
か
ら
や
り

た
い
が
、
遅
れ
た
ら

２４
年
度

か
ら
要
望

が
あ

っ
た
と
こ

ろ
を
実
施
し
た
い
。

※
　
ワ」
の
他

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
組

み
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

田 上 孝 樹 議 員
市バスの運営について

間.嘉穂総合高校までの
運賃の値下げについて

答.嘉麻市公共交通会議等で
実情を説明して論議していく

田上議員 (山田 )

嘉麻市バス
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藤 伸 ― 議 員
子宮頸がん予防ワクチンの公費助成について

間.来年度予算計上に向けて。
積極的に取り組むべきでは

答.近隣市町とも協議し、来年度
予算で取り組んでいきたい

質
　
全
国
的
に
接
種
費
用

を
自
治
体
が
助
成
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も

勘
案
し
、
国
の
助
成
事
業
を

利
用
し
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
を
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

中
村
健
康
課
長
　
来
年
度

か
ら
、
国
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
補
助
事
業
を
実
施
し
た

場
合
、
本
市
で
も
予
算
計
上

に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

質
　
６
月
議
会
の
答
弁
で
は
、

本
市
で
、
中
学

一
年
生
を
対

象
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
場
合
、
６
４
０
万
円
程
度

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
次

世
代
を
担
う
女
の
子
の
健

康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、

行
政
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い

′０
。ま

た
、
将
来
的
な
少
子
化

対
策
や
医
療
費
削
減
の
効

果
の
観
点
か
ら
、
来
年
度
の

予
算
編
成
に
向
け
、
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
公
費
助
成

に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
予
防

ワ
ク
チ

ン
接
種

に
よ
る
効
果
は
大

き
く
、
近
隣
市
町
と
も
十
分

協
議
し
て
、
来
年
度
予
算
で

取

り
組

み
た
い
と
考
え

て

い
る
。

公
共
交
通
機
関
の
整
備
に

つ
い
て

質
　
本
市
唯

一
の
Ｊ
Ｒ
駅

で
あ
る
下
鴨
生
駅
は
、
Ｊ
Ｒ

の
合

理
化

に
伴
う
縮
小
化

に
よ
り
、
無
人
駅
と
な
っ
て

い
る
が
、
一
日
平
均
２
０
０

名
以
上
が
利
用
し
、
ま
た
、

（地
元
住
民
の
方
が
、
環
境
整

備
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

で
清
掃
等
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

こ
の
駅
に
は
、
ト
イ
ン
が

設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く

の
利
用
者
か
ら
ト
イ
レ
設

置
の
要
望
を
聞
い
て
い
る
が
。

福
田
企
画
調
整
課
長
　
維

持
管
理
の
観
点
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

や
地
元
住
民
の
方
々
と
十

分
協
議
し
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
長
　
管
理
を
含
め
、
状
況

を
調
査
し
な
が
ら
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

※
　
新
し
い
福
祉
に
つ
い
て

（健
康
上
の
理
由
で
増
え
続

け
る
自
殺
の
問
題

・
児
童

虐
待
の
問
題

・
高
齢
者

不

明
の
問
題
）
の
質
問
も
し
ま

し
た
。

藤議員 (稲築)

質
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
た
め
の
方
法
は
。

福
田
企
画
調
整
課
長
　
Ｕ

Ｈ
Ｆ
の
ア
ン
テ
ナ
を
必
要

と
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
購
入
か
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
に
接
続
す
る
場
合
は
、
地

上
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
か
、
地

デ
ジ
対
応
の
録
画
機
を
接

続
す
る
方
法
が
あ
る
。

質
　
地
デ
ジ
対
策
機
器
の

普
及
率
は
現
在
７
割
弱
と

思
う
が
、
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
。

企
画
調
整
課
長
　
広
報
「嘉

麻
」
を
活
用
す
る
。

ま
た
、
１０
月
末
に
市
内
９

カ
所
で
デ
ジ
サ
ポ
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
す
る
。

質
　
難
視
聴
地
域
の
実
態

把
握
に
つ
い
て
。

企
画
調
整
課
長
　
嘉
穂
地

区
の
高
畑
、
桑
野
、
長
谷
、
平

迫
、
馬
見
、
牛
隈
日
吉
、
瀬
畑
、

稲
築
地
区
の
才
田
日
吉
、
平

東
地
区
な
ど
で
す
。

質
　
難
視
聴
地
域
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。

企
画
調
整
課
長
　
国
の
補

助
を
利
用
し
て
共
同
で
ア

ン
テ
ナ
を
立
て
る
辺
地
共

聴
と
い
う
方
法
、
中
継
局
を

立
て
る
方
法
、
高
性
能
ア
ン

テ
ナ
を
立
て
る
方
法
、
暫
定

的
だ
が
衛
星
放
送
を
利
用

す
る
Ｓ
Ｎ
対
策
な
ど
が
あ
る
。

総
務
省
の
デ
ジ
サ
ポ
と
の

関
連
で
対
応
す
る
。

質
　
難
視
聴
に
か
か
わ
る

市
民
か
ら
の
相
談
は
。

企
画
調
整
課
長
　
稲
築
地

区
の
平
、
鴨
生
、
才
田
と
嘉

穂
地
区
の
牛
隈
か
ら
計
５

回
の
相
談
が
あ
っ
た
。

質
　
対
応
は
ど
う
し
て
い

る
か
。

企
画
調
整
課
長
　
デ
ジ
タ

ル
化
は
国
の
対
策
の
一
環
で

処
理
し
て
お
り
、
デ
ジ
サ
ポ

に
連
絡
を
取
り
対
処
し
て

い
る
。

質
　
市
長
と
し
て
地
デ
ジ

化

に
対

し
て
努
力

し
て
き

た
こ
と
は
。

松
岡
市
長
　
山
田
地
区
が

ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
を

や
っ
て
い
る
関
係
で
情
報
が

早
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
て
い
た

の
で
、
国
が
責
任
を
持

っ
て

や
る
べ
き
だ
と
市
長
会

で

声
を
上
げ
、
国
に
要
望
も
し
、

嘉
麻
市
の
行
政
の
責
任
と

し
て
共
同
施
設
な
ど
を
要

望
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
難
視
聴
地
域
対
策
担

当
課
を
設
置
す
る
件
に
つ

い
て
は
。

企
画
調
整
課
長
　
企
画
調

整
課
の
中
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

は
総
務
課
が
担
当
す
る
。

※
　
山

田
地
区
の
ケ
ー
プ

ル
テ
レ
ビ

設
置
の
地
域
は

難
視
聴
は
起
き
な
い
。

田 淵 干 恵 子 議 員

地上デジタル放送化にかかわる

市の方策について

問.難視聴地域への対応
について

答.国の方策を見極めながら
対応していきたい

田淵議員 (嘉穂 )

地上デジタルテレビ
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田 中 日本 明 議 員
ケーブルテレビ事業について

質
　
こ
の
事
業
に
対
し
て

行
政
が
責
任
を
持
た
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
が
ど

つヽ
か
。

松
岡
市
長
　
一景
麻
市
に
有

利
に
展
開
す
る
よ
う
見
極

め
対
応
す
る
。

質
　
難
視
聴
地
域
へ
の
対

応
は
。

市
長
　
国
の
施
策
に
乗
っ
て
、

間.ケーブルテレビ事業を今後
どのように推進されるのか

'|
答.賃
慇躙平邸総塁るL早8學香:鹸

難
視
聴
地
域
の
対
応
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
　
行
政
情
報
の
発
信
、
高

齢
者
対
策
、
健
康
対
策
等
、

市

民
の
安

心
感
を
守

る
こ

と
も
行
政

の
責
任

で
は
な

い
か
。

市
長
　
難
視
聴
地
域
の
解

消
も
含
め
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
は
当
然
だ
。

質
　
山

田
地
区
の
市
民
に

事
業

の
基
本
料
金
徴
収
の

理
解
を
得

る
の
は
難

し
い

の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
行
政
の
責
務
と
し

て
す
る
以
上
、
理
解
を
求
め

て
い
く
。

質
　
難
視
聴
地
域
の
解
消

に
努
力
さ
れ
、
課
金
問
題
の

解
決
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
指
摘
の
と
お
り
だ
。

質

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
を
民
間
に
任
せ
る
手
立

て
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
が

ど
う
か
。

市

長
　
参
考

に
聞
い
た
ま

で
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は

な
い
。

質
　
課
題
山
積
の
中
、
民
間

委
託
を
模
索
す
る
の
は
全

く
無
責
任
極
ま
り
な
い
行

動
で
は
な
い
か
。

市
長
　
民
間
委
託
を
す
る
、

し
な
い
は
別
と
し
て
、
検
討

す
る
必
要
は
あ
る
。

質
　
山
積
す
る
課
題
解
決

後
の
行
動
で
は
な
い
か
。

行
政
の
責
任
あ
る
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
行
政
と
し
て
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

田中議員 (碓丼)

嘉麻市ケーブルテレビ

新 丼 高 雄 議 員
将来とも住み続けられるまちづくりを

間.産業廃棄物処分場
拡張計画の中止を

答.市民の声を大事にするが、
法令・条例に従った対応をする

質
　
山
田
・
熊
ケ
畑
地
区

産
業
廃
棄
物
（以
下
「産
廃
し

処
分
場
の
拡
張
計
画
は
、
現

施
設
の
面
積
の
約
６
倍
、
容

量
で
約

Ю
倍
と
い
う
大
規

模
な
も
の
で
、
将
来
的
な
安

全
が
必
ず
し
も
保
障
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
嘉
麻
市
は
、
許

可
権
者
の
福
岡
県
に
対
し
、

明
確
に
反
対
の
意
思
を
表

明
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て

き
た
。

と
こ
ろ
が
、
６
月

１８
日
、

県
へ
の
意
見
書
に
は
反
対
の

「ど

の
字
も
な
い
。

む
し
ろ
、
許
可
す
る
の
は

仕
方
が
な
い
、
許
可
し
た
場

合

の
規
制
を
要
望
す
る
意

見
書
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
産
廃
業
者
が

２０
年

間
操
業
し
、
産
廃
業
を
営
む

に
足
る
信
頼
の
あ
る
会
社

で
あ
る
の
か
ど
う
か
。

意
見
書
を
出
す
に
当
た
っ

て
、
過
去
、
処
分
や
命
令
、
指

一小
、
指
導
、
注
意
な
ど
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
、

調
査

・検
討

・検
証
し
た
の

か
ど
う
か
。

野
上
市
民
環
境
部
長
　
県
が
、

火
災
事
故
の
時
は
営
業
停

止
と
い
う
注
意
を
し
、
水
関

係
も
厳
重
な
注
意
し
た
こ

と
を
市
環
境
審
議
会

に
全

部
報
告
し
、
環
境
保
全
上
の

意
見
と
し
て
提
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

松
岡
市
長
　
基
本
的
に
、
実

質
住
民
に
被
害
が
発
生
す

る
か
ど
う
か
が
前
提
で
あ
り
、

推
測

で
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

質
　
地
元
の
中
の
地
元
、
熊

ケ
畑
地
区
の
住

民
の
声

や

気
持
は
、
「将
来
ず

っ
と
安

心
し
て
農
業
が
続
け
ら
れ
、

作

っ
た
農
産
物
を
安
心
し

て
消
費
者

に
食

べ
て
も

ら

う
こ
と
」
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
、
農
事
区
長
も
水
利
組

合
長
も
、
拡
張
計
画
地
の
農

振
地
域
除
外
を
不
承
諾
と

す
る
意
思
表
明
を
し
て
い
る
。

ど
う
取
り
扱
う
の
か
。

松
岡
産
業
振
興
課
長
　
農

振
会
議
に
、
そ
の
承
諾
し
な

い
内
容
を
考
慮

し
て
論
議

し
て
も
ら
う
。

※
　
こ
の
他
に
、
音同
齢
者
福

祉
、
仕
事
確
保
、
住
宅
リ
フ

オ
ー
ム
助
成
制
度
、
同
和
住

宅

一
般

公
募

に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

新丼議員 (山田)

議会だよりかまし(18号) 12



浦 田 吉 彦 議 員
ケーブルテレビ事業について

質
　
去
る
予
算
委
員
会
で
、

①
今
回
の
リ
プ
レ
イ
ス
予

算
は
、
平
成

２‐
年
度
当
初

予
算
よ
り
約
３
億
円
の
減

額
と
な
っ
た
理
由
②
光
ケ

ー
ブ
ル
に
よ
リ
リ
プ
レ
イ
ス

は
で
き
な
い
か
③
管
理
運

営
を
民
間
に
委
託
し
、
市
の

財
政
を
使
わ
な
い
こ
と
④

受
益
者
負
担
な
ど
６
点
に

わ
た
っ
て
質
問
し
た
が
、
明

間。人件費も含め.民営化すれば

市の財政はいらないはず
答.いろんな面で調査研究を
している

確
な
答
弁
が
な
か
っ
た
。

私
の
調
査
で
は
、
Ｃ
Ｓ
、

Ｂ
Ｓ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
光
ケ
ー
ブ
ル
で
で
き
、
光

ケ
ー
ブ
ル
を
本
市
に
引
く

の
に
２
千
万
円
位
で
、
光
ケ

ー
ブ
ル
を
利
用
し
リ
プ
レ

イ
ス
は
可
能
な
こ
と
。

予
算
委
員
会
の
説
明
で
は
、

例
え
ば
、
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
の

交
換
費
用
ひ
と

つ
を
と
っ

て
も
、
４
千
万
円
と
報
告
し

た
が
、
実
際
２
千
万
円
で
で

き
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。

従
っ
て
、
リ
プ
レ
イ
ス
は

入
札
で
行
う
べ
き
だ
し
、
民

間
委
託
す
べ
き
で
、
当
然
受

益
者
負
担
に
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
ち
ゃ
ん
と
入

札
に
よ
っ
て
対
応
す
る
。
当

然
、
受
益
者
負
担
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
了
解
を

得
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

ヘ
ツ
ド
エ
ン
ド
を
含
め
た

料
金
が
非
常
に
安
く
で
き

る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
し
、

い
ろ
ん
な
面
で
調
査
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
・地
産

地
消
に
つ
い
て

質
　
６
月
定
例
会
の
一
般

質
問
以
降
、
農
業
問
題
は

進
展
し
た
か
。

一
松

岡
産
業
振
興
課
長
　
耕

作
放
棄
地

の
解
消

に

つ
い

て
は
、
中
山
間
地
域
等
の
直

接
支
払
い
制
度
の
再
延
長

や
農
地

・水

・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
の
再
延
長
も

国
が
検
討
中
で
、
延
長
に
な

れ
ば
、
各
地
区
で
説
明
会
を

行
う
な
ど
有
効
利
用
し
農

地
を
守
る
。

鹿
、
イ
ノ
シ
シ
対
策

は
、

２３
年
度
か
ら
国
の
総
合
対

策
交
付
金
が
つ
く
の
で
、
電

気
牧
柵
な
ど
補
助

に
の
せ

活
用
し
た
い
。

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、

食
育
の
観
点
か
ら
も
、
学
校

給
食

や
配
食
サ
ー
ビ

ス
に

つ
い
て
、
市
内
の
米
や
野
菜

な
ど
の
購
入
量
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

浦田議員 (嘉穂 )

嘉麻市ケーブルテレビ

質
　
嘉
麻
市
の
行
政
区
の

数
と
、
世
帯
数
の
多
い
区
と

少
な
い
区
は
。
ま
た
、
行
政

区
の
加
入
は
。

松
本
総
務
課
長
　
行
政
区

の
数
は
１
１
２
行
政
区
だ
。

世
帯
数
の
１
番
多
い
の
は
、

鴨
生
第

一
行
政
区
で
６
５
９

世
帯
、
少
な
い
の
は
碓
井
地

区
京
塚
行
政
区
の
１４
世
帯
だ
。

ま
た
、
本
人
の
意
思
な
の
で
、

市
の
方
か
ら
加
入
す
る
よ

う
に
指
導
は
し
て
い
な
い
。

質
　
一削
回
の
議
会
で
行
政

区
の
統
廃
合
が
出
て
い
た
。

住
民
登
録
者
が
行
政
区

に
未
加
入
の
世
帯
数
は
。

総
務
課
長
　
全
体
と
し
て
、

２
割
程
度
と
把
握
し
て
い
る
。

質
　
行
き
届
い
た
福
祉
、
安

心
、
安
全
の
ハ
ー
ト
フ
ル
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
に
は
、

基
本
的
に
行
政
区
に
加
入

は
義
務
と
す
べ
き
で
、
未
加

入
世
帯
が
多
く
な
る
と
、
地

域
の
支
え
あ
い
も
弱
体
化

に
な
る
。

こ
れ
は
行
政
指
導
型
で

や
っ
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
当
然
、
全
員
の

加
入
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は

強
制
力
が
な
い
か
ら
、
個
々

人
の
自
由
に
任
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
が
非
常
に
残
念
で

あ
る
。
人
フ
後
と
も
行
政
区
に

加
入
す
る
よ
う
手
だ
て
を

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

敬
老
祝
金
に
つ
い
て

質
　
次
年
度
か
ら
、
敬
老
祝

金
を
同
級
生
は
一
緒
に
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
７０
才
以
上
の

全
員
に
祝
金
２
千
円
支
給
と
、

財
政
難
の
中
で
の
決
断
を

市
民
は
大
変
に
喜
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
現
金
支
給
で
お
願

い
し
た
い
、
ま
た
、
８８
才
の

祝
金
を
１
万
５
千
円
か
ら

２
万
円
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
９９
才
と
１
０
０
才

の
祝
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
市
民
よ
り
多
数
の
要
望

が
あ
っ
た
。
筑
豊
８
市
の
敬

老
祝
金
支
給
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
県
下

２８
市
中

８８
才

の
支
給
額
は
上
位
６
番
目

で
低
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

１
０
０
才
の
祝
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
１
０
０
才
を
目
標
に
長

生
き
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
だ
。
研
究
は
進
め

る
が
、
当
分
は
現
状
の
と
お

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

荒 木 紘 子 議 員
嘉麻市の行政区について

間.住民登録者が行政区に
未加スの世帯は

答.全体として 2割程度が
未加入だ

荒木議員 (稲築 )

:`“   :‐
二識
`■トーー 1

」疑f.■言ハ

碓丼庁舎窓□
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質
　
昨
年
９
月
議
会
、
こ
れ

ま
で
執
行
部
が
策
定
し
た

財
政
見
通
し
の
策
定
方
法

に
つ
い
て
幾
つ
か
の
問
題
点

を
指
摘
し
、
新
た
な
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
長
期
財

政
計
画
の
策
定
を
提
案
し
た
。

当
初
策
定
し
た
財
政
見

通
し
は
、
敬
老
祝
金
、
出
産

祝
金
の
切
り
捨
て
、
公
共
料

金
の
値
上
げ
等
を
図
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
に
利
用

し
た
疑
い
が
あ
っ
た
。
夕
張

市
の
よ
う
な
財
政
破
綻
を

思
わ
せ
る
根
拠
の
な
い
平

成

３３
年
度
累
積
赤
字
３
３

０
億
６
５
０
０
万
円
が
発
生

す
る
財
政
見
通
し
は
撤
回

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

松
岡
市
長
　
撤
回
は
し
な

い
が
、
年
度
内
に
新
た
に
長

期
財
政
計
画
を
提
出
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

中
島
財
政
課
長
　
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
赤
字
に

な
ら
な
い
財
政
見
通
し
を

本
年

１２
月
中
に
議
会
に
提

出
す
る
。

法
令
順
守
の
推
進
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

質
　
市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
う
た
っ
て
い
る
法
令
順
守

推
進
条
例
の
中
味
は
、
地
方

公
務
員
法
及
び
職
員
服
務

規
程
に
規
定
さ
れ
て
い
る

内
容
で
、
法
令
に
屋
上
屋
を

重
ね
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基

本
で
あ
る
不
当
要
求
行
為
、

公
益
通
報
制
度
は
盛
り
込

ま
な
い
の
か
。

市
長
　
盛
り
込
ま
な
い
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
例
え
ば

議
員
か
ら
不
当
要
求
が
あ

っ
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
も

毅
然
と
し
た
対
応
が
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
目

標
に
法
令
順
守
の
推
進
条

例
制
定
を
目
指
す
考
え
だ
。

質
　
〈
口
併
後
の
職
場
環
境

が
悪
く
、
〈フ
な
お
、
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。
毎
年
定
年
前

に
退
職
者
が
多
く
出
る
の

も
職
場
環
境
が
悪
い
の
が

最
大
の
理
由
と
い
わ
れ
て
い

る
。
何
人
も
の
現
職
職
員
、

退
職
職
員
か
ら
訴
え
が
行

わ
れ
て
い
る
。
明
る
く
働
き

や
す
い
、
生
き
が
い
の
あ
る

職
場
環
境
を
作
る
た
め
に

市
長
、
副
市
長
は
全
力
を

挙
げ
て
対
処
せ
よ
。
そ
の
た

め
に
職
場
の
実
態
調
査
・意

向
調
査
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

市
長
　
〈
フ
後
職
員
の
意
向

を
聞
い
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

豊 ― 馬 議 員
嘉麻市長期財政計画の策定について

問.嘉麻市長期財政計画の
策定時期はいつか

答。本年12月 中には提示する

豊議員 (山田)

山 倉 敏 明 議 員
山田高校及び嘉穂工業高校跡地の
利用について

問。3年前の質問から
何か変化があるか

答.引き続き県と精力的に
跡地活用を協議したい

質

　
平
成

１９
年

の
９
月
議

会
に
お
い
て
、
宮
原
議
員
が

一
般

質
問

で
山
高
跡

地

の

利
用

に
つ
い
て
質
問

さ
れ

て
い
る
。

あ
れ
か
ら
３
年
が
経
過

し
て
い
る
が
何

か
変
化

は

あ
る
か
。

福

田
企
画
調
整
課
長
　
８

月

１９
日
、
県
と
の
確
認
を
行

っ
た
。

基
本
的
に
は
利
用
計
画

は
な
い
と
断
言
さ
れ
て
い
た
。

従

っ
て
、
市
の
ほ
う
で
何

か
要
望

が
あ

る
の
か
と
の

意
見
だ
っ
た
の
で
、
従
前
か

ら
答
弁
し
て
い
た
嘉
麻
赤

十
字
病
院
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
市
か
ら
打
診
を
改

め
て
行

っ
て
、
何
と
か
こ
れ

を
充
実

で
き
な

い
か
と
い

う
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
だ
。

県
と
し
て
は
、
既
に
普
通

財
産
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る

の
で
、
県
の
知
事
部
局
、
財

産
活
用
課
の
方
と
協
議
し

な
く
て
は
回
答

で
き
な

い

と
の
こ
と
。

市
と
し
て
は
、
山
田
高
校

跡
地
へ
の
活
用
を
引
き
続

き
県
と
精
力
的
に
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
市
長
も
山
高
出
身
で

あ
る
こ
と
で
「な
ん
と
か
せ

ね
ば
」
と
い
う
思
い
も
あ
る

と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

松
岡
市
長
　
私
も
山
高
出

身
な
の
で
、
同
窓
会
の
意
向

等
も
色
々
模
索
し
て
き
た
。

今
後
知
事
部
局
に
も
伺
い
、

話
を
し
て
、
市
に
と
つ
て
有

意
義
に
な
る
よ
う
な
条
件

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と

」考
え
て
い
る
。

質
　
嘉
穂
工
業
高
校
跡
地

は
消
防
学
校
が
誘
致
さ
れ

る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、

間
違
い
な
い
か
。

企
画
調
整
課
長
　
平
成

２０

年
８
月
、
県
の
所
管
委
員
会

で
消
防
学
校
と
い
う
決
定

が
な
さ
れ
て
い
る
。

質
　
何
年
後
に
開
校
を
迎

え
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長
　
消
防
学

校
の
基
本
計
画
検
討
委
員

会
が
設
け
ら
れ
、
開
校
の
時

期
等
は
年
度
内
に
ま
と
め

あ
げ
、
市
に
説
明
が
あ
る
と

い
？ヽ
」
と
だ
。

山倉議員 (稲築)

旧嘉穂工業高校跡地
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嘉穂総合運動公園について

質
　
現
在
の
運
動
公
園
の

駐
車
場
は
見
苦
し
く
、
不
便

な
駐
車
場
で
あ
る
。

旧
嘉
穂
町
に
お
い
て
は

総
合
運
動
公
園
の
将
来
構

想
計
画
（案
）を
検
討
し
て

き
た
。

そ
の
計
画
の
中
身

は
新

市
嘉
麻
市
総
合
運
動
公
園

を
さ
ら
に
充
実
す
る
と
言

間。駐車場等周辺整備を

急ぐべきではないか
答.今後も整備を重ねていく
必要がある

う
基
本
的
な
考
え
方
に
な

っ
て
い
る
が
、
現
在
の
利
用

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

山

口
生
涯
学
習
課
長
　
総

合
運
動
公
園
は
陸
上
競
技

場
と
体
育
館
を
備
え

て
い

る
筑
豊
地

区

に
お
い
て
は

田
川
・飯
塚
・嘉
穂
し
か
な
く
、

そ
の
う
ち
嘉
穂
運
動
公
園

だ
け
が
三
種
公
認
で
あ
る
。

中
体
連
や
高
体
連
、
高
校

駅
伝
な
ど
の
大
き
な
大
会

の
陸
上
競
技
は
嘉
麻
市

に

集
中

し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

質
　
旧
嘉
穂
町
で
の
将
来

構
想
の
実
施
も
道
半
ば
だ

っ
た
。
計
画
の
中
に
は
駐
車

場
・プ
ー
ル
・テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク

・野
球
場
な

ど
が
あ
る
が
、
急
が
ね
ば
な

ら
な

い
の
は
駐
車
場
と
サ

ブ
ト
ラ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
計
画
は
嘉
麻
市

に
託
す
、
と
言
う
意
味
合
い

か
ら
１
億
５
千
万
円
を
嘉

穂
総
合
運
動
公
園
基
金
と

し
て
積

み
立

て
て
来
た
も

の
で
あ
る
。

市
長
は
こ
の
総
合
運
動

公
園
の
今
後
の
構
想
は
ど

ヘう
思
わ
れ
る
の
か
。

松

岡
市
長
　
一景
麻
市
民
の

総
合
体
育
大
会
の
会
場
で

も
あ
り
、
指
摘
の
よ
う
に
実

質
、
嘉
麻
市
の
総
合
運
動
公

園
で
あ
る
。

こ
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
嘉
麻

市

の
体
育
施
設
の
中
心
的

施
設
と
し
て
と
ら
え
、
〈
フ
後

も
整
備
を
重
ね
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
か
と
考
え

て

い
る
。

質

　
名
称
を

「
嘉
麻

市

総

合
運
動
公
園
」
と
し
た
ら
ど

つヽ
か
。

市
長
　
機
運
高
ま
れ
ば
そ

う
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

佐藤議員 (嘉穂)

嘉穂総合運動公園

自 治 体 の財 政 状 況 を分 析 するため様 々な分 析 指 数 があιl、

締 称 して「財 政 指 標 」こ呼 んでいます。

経

常

収

支

比

率

経
常
経
費
充
当

一
般
財

源

（人
件
費

、
扶
助
費

、
公

債
費
な
ど
の
毎
年
経
常
的

に
支
出

さ
れ
る
特
定

の
財

源
を
持
た
な
い
経
費
）
を
経

常

一
般
財
源

（毎
年
経
常
的

に
収
入
さ
れ
る

一
般
財
源
）

で
割
っ
た
も
の
で
す
。

数
値
が
低
い
ほ
ど
投
資

的
経
費
な
ど
臨
時
的
な
経

費
に
ま
わ
す
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
高
い
ほ
ど
経
常
的
な

経
費
が
財
政
を
圧
迫
し
、
財

政
構
造

の
弾
力
性

が
低

い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は

７５
％
～

８０
％
く

ら
い
が
良
い
と
さ
れ
て
お
り
、

嘉
麻
市
は

２‐
年
度
決
算
で

１
０
１
・１
％
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
は
９９
・５
％
で
し
た

の
で
、
若
干
、
財
政
構
造

の

弾
力
性
が
低
下
し
た
と
言

え
ま
す
。

財

政
力
指
数

基
準
財
政
収
入
額
を
基

準
財
政
需
要
額

で
割

っ
た

も
の
で
、
１
以
上
に
な
る
と

普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ

な
い
不
交
付
団
体
と
な
り

ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政

力
を
見
る
指
数
と
し
て
よ

く
使
わ
れ
、
高
け
れ
ば
高
い

ほ
ど
財
政
が
豊

か
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
は
、
３
カ
年
平
均
の

数
値
を
使
用
し
ま
す
。

嘉
麻
市
は

２‐
年
度
決
算

で
０
・２
７
６
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
は
０
・２
７
８
で
し

た
の
で
、
若
千
、
財
政
力
が

低
下
し
た
と
言
え
ま
す
。
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定認

平成 21年度

1059

決
算
特
別
委
員
会

に
お

い
て
、
平
成

２‐
年
度

の

一
般
会
計

ほ
か
６
会
計

の
決
算
審
査
を
行

い

ま
し
た
。

一
般
会
計

に
お

い
て
は
、
歳
入
総
額
２
４
５

億
３
３
９
６
万
円
、
歳
出
総
額
２
４
１
億
６
０

０
３
万
円
と
し
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
３
億

７
３
９
２
万
円
で
、
う
ち
１
億
４
千
万
円
は
基

金
に
繰
り
入
れ
ま
す
。

市

の
財
政
状
況
と
し
て
は
、
市
税
な
ど

の
自

主
財
源
が
２２

・
２
％
、
地
方
交
付
税

や
国
県
支

出
金
な
ど

の
依
存
財
源
が

７７

・
８
％
と
、
他

に

頼

っ
た
自
治
体
運
営
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
経

常
収
支
比
率
が
１
０
１

・
１
％
、
財
政
力
指
数

が
０

・
２
７
６
ポ
イ

ン
ト
と
、
前
年
度
よ
り
若

干
悪
化
し
た
結
果
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地方譲与税など
729,208
29%〔依存〕  市 税

21年度

一 般 会 計 決 算 の 状 況

議会費
224,122
09% 市 債

1,005,008
41%〔依存〕総務費

2,738,953

2,810,347
115%〔自主〕

繰入金など
2,312,459
94%〔自主〕

諸収入
~318,095

13%〔自主〕

11

教育費

2,038,431

消防費 84%
818,505

国 県支出金
6,656,768
272%〔依存〕

31i:t慧

ざさ(

商工費 39%
160,225
07%農

林水産業費

703,978
29% 労働費 ｀゙ ■
37,716  衛生
02% 1 735481
72%

ε

※財政指標 の見方 は 15ペ ー ジを
下 さ い

留]冒 a鱚5貶
るも,υ 、 159%

歳  入 歳  出 差 引 額

一 般 会 計 245億 3,396万 円 231億 6,004万 円 3億 7,392万 円

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

52億8,761万 円 54億6,059万円 △1億7,298万円

業事
計
健
会
保
別
人
特
老 7,505万 円 2,535万円 4,970万 円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

5億 5,269万 円 5億3,651万 円 1,618万 円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付
事 業 特 別 会 計

3億2,441万円 3億 1,771万円 670万円

朧業鋼
簾事馴

裂定鰤勘
53億21295万円 52億5,519万円 6,776万 円

ス
定
ピ
勘
一
業
サ
事

5,059万 円 5,059アテ円 0

水 道 事 業 会 計 7億 7,841万円 10億 1,337万円 △ 2億3,496万 円
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